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PRESS RELEASE 

アジアを紹介する写真展・企画展を開催 

【取材可能期間： 開催期間中（2026/7/2～10/25）】 

 

JICA中部が運営する体験型施設「なごや地球ひろば」では、企画

展・写真展「アジアのあした」を開催いたします。 

 

企画展（施設 1階体験ゾーン）では、インド、カンボジア、フィリ

ピン、ラオスを取り上げます。各国が直面する課題を解決するため

に、日本が現地の人々と共に行った事業をパネルで紹介します。 

 

写真展（施設 2階パネルコーナー）では、アジアの子どもたちの日

常の一コマを写真（39 点）で紹介します。「アートマイル国際協

働学習プロジェクト」で、日本の子どもたちとアジアの子どもたち

が共同制作した壁画作品（1点）も展示します。 

展示予定作品：名古屋市立山王中学校 × Gorkha International Public 

Secondary school／Nepal（2021年度制作） 

 

是非ご来館いただき、ご取材・情報掲載のほどお願いいたします。 

 企画展概要／ パートナーとして、ともによりよい明日をつくるために                                        

JICAは、日本の政府開発援助（ODA）を一元的に行う実施機関として、現在、145の国と地域で国際協力

を行っています。 

日本が国際協力を開始したのは 1954年。アジア諸国に対し、日本人専門家の派遣とアジアからの研修員

の受け入れを通じて、技術協力を行いました。その後、1965 年に発足した JICA 海外協力隊が最初に派

遣されたのもアジアのラオスでした。 

アジアの一員として、ともによりよい明日をつくるために、JICAはさまざまな国ぐにと手を取り合い歩

んできました。そして現在は、JICAがこれまでに培った信頼のもと、パートナーとして新たな連携を深

めています。 

本企画展では、JICAがアジアとともに平和と発展、人びとの暮らしを支えるために長年にわたり行って

きた取り組みをご紹介します。 
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【写真：ラオスの車いすバスケットボールチームとパラ陸上チーム】写真提供：NPO法人アジアの障害者活動を支援する会（ADDP） 

NPO 法人アジアの障害者活動を支援する会（ADDP）は、ラオスの障害者が社会とつながる手段として、

スポーツに光を当て、ラオス国内で障害者スポーツ普及活動を行っています。 

 

 写真展概要／ おなじ「アジア」で暮らす子どもたちに出会う。                         

民族、宗教、文化が多様性に富むアジアの国ぐにで、子どもたちはどんな毎日を送っているのでしょう

か。本写真展では、子どもたちが家族や教師、友だちと過ごす日常の一コマを写真で紹介します。 

また、「アートマイル国際協働学習プロジェクト」で、日本の子どもたちとアジアの子どもたちが共同

制作した壁画作品も展示します。子どもたちが、「貧困」「教育」「平等」「環境」「平和」など、世

界共通の課題について対話的に学び合い制作した壁画から、世界に発信するメッセージをご覧ください。

展示協力：一般財団法人ジャパンアートマイル  

  

【写真左：名古屋大学がモンゴルで実施する防災教育の様子】写真提供：名古屋大学 

【写真右：タイで人身取引の被害に遭った少女たちを保護する施設で活動した JICA海外協力隊員】 

【展示概要】 

展示期間：2026年 7月 2日（木）～2026年 10月 25日（日）入場無料  開館時間：10:00-18:00 

休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は開館、翌平日が休館）、年末年始、その他天候等の理由により臨時休

館する場合があります。最新の情報はウェブサイトをご確認ください。 

施設ウェブサイト：https://www.jica.go.jp/nagoya-hiroba/index.html 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA中部 市民参加協力課 影山・後藤 

TEL：052-533-0220（対応可能な時間：月―金 9時 30分～17時 30分）  e-mail：cbictpp@jica.go.jp 
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